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北
岡
伸
一
J
I
C
A
理
事
長
は
、
７
月
24

日
か
ら
30
日
に
か
け
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
東

テ
ィ
モ
ー
ル
を
訪
問
し
、
両
国
政
府
要
人
と

開
発
課
題
や
今
後
の
協
力
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で

は
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
設
立 

50
周
年
記
念
セ
ミ
ナ

ー
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
日
本
政
府
代
表
部
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
戦
略
国
際
問
題
研
究
所
共
催
）
に

お
い
て
基
調
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

7
月
26
日
、
北
岡
理
事
長
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ
ド
ド
大
統
領
と
面
談
し
、

イ
ン
フ
ラ
開
発
の
他
、
地
方
開
発
・
社
会
開

発
、
海
洋
保
安
分
野
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
協
力
を
よ
り
深
化
さ
せ
る
こ
と
で
同

意
。
ま
た
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
都
市
高
速
鉄
道
事

業
、
首
都
圏
東
部
新
港
開
発
、
ジ
ャ
ワ
島
北

幹
線
鉄
道
高
速
化
の
３
つ
の
重
要
案
件
を
引

き
続
き
迅
速
に
進
め
る
こ
と
で
一
致
し
ま
し

た
。

　

同
日
行
わ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
設
立 

50
周

年
記
念
セ
ミ
ナ
ー
で
基
調
講
演
を
行
っ
た
北

岡
理
事
長
は
、
A
S
E
A
N
設
立
50
周
年
に

祝
意
を
述
べ
る
と
と
も
に
、Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
が

今
後
も
自
由
で
開
か
れ
た
地
域
と
し
て
一
体

性
を
維
持
し
つ
つ
、
普
遍
的
価
値
、
国
際
秩
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J
I
C
A
は
8
月
30
日
、
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ

ス
ラ
ム
共
和
国
の
首
都
イ
ス
ラ
マ
バ
ー
ド
に

て
、
同
国
政
府
と
の
間
で
、「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
準
及
び
ラ
ベ
リ
ン
グ
制
度
に
か
か
る
戦
略
策

定
・
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
関
す
る
討
議
議

事
録
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、
近
年
深
刻
な
電
力
需
給

ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
時

点
で
ピ
ー
ク
時
需
要
に
対
し
て
供
給
力
が
24
%

も
不
足
し
て
い
る
た
め
、
地
域
に
よ
っ
て
は
計

画
停
電
が
長
時
間
発
生
し
、
電
力
の
安
定
供
給

は
差
し
迫
っ
た
課
題
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
政
府
は
、
発
電
、

送
電
、
配
電
な
ど
を
通
じ
た
電
力
供
給
力
の
強

化
を
図
る
一
方
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み

も
進
め
て
い
ま
す
。
2
0
1
6
年
7
月
に
は
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
法
も
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
全
土
で
省
エ
ネ
を

推
進
し
て
い
く
た
め
の
制
度
構
築
・
運
用
を
支

援
す
る
も
の
で
す
。
本
事
業
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
省
エ
ネ
事
業
が
適
切
に
実
施
さ
れ
れ
ば
、

ピ
ー
ク
時
の
電
力
需
要
を
大
幅
に
削
減
し
、
電

力
需
給
状
況
の
改
善
と
、
供
給
能
力
の
約
７
割

を
占
め
る
火
力
発
電
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

リ
コ
ー
ダ
ー
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
そ
ろ
ば
ん
、

け
ん
玉
な
ど
、
実
家
や
物
置
に
眠
っ
て
い
る
も

の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？ 

そ
ん
な
品
々
を
、Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
が
世
界
の
途
上
国
の
人
々
に
届
け
ま
す
！

「
世
界
の
笑
顔
の
た
め
に
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

教
育
、
福
祉
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
な
ど
の
分
野

で
途
上
国
が
必
要
と
し
て
い
る
物
品
を
日
本
国

内
で
募
集
し
、
青
年
海
外
協
力
隊
な
ど
の
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
じ
て
現
地
の
人
々
に

届
け
ま
す
。
２
０
０
３
年
に
始
ま
っ
た
こ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
い
ま
で
は
年
２
回
、
春
と
秋
に

実
施
。
毎
回
、
約
40
カ
国
に
約
５
０
０
０
点
の

物
品
を
寄
贈
し
て
い
ま
す
。個
人
は
も
ち
ろ
ん
、

学
級
活
動
の
一
環
や
、
企
業
、
地
域
で
集
め
る

な
ど
参
加
の
形
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
あ
な
た
の

身
近
に
あ
る
も
の
が
、
国
際
協
力
の
一
歩
に
。

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
参
加
申
込
書
受
付
期
間
】

10
月
2
日
（
月
）
〜
11
月
8
日
（
水
）

【
お
問
い
合
わ
せ
】

J
I
C
A
青
年
海
外
協
力
隊
事
務
局

「
世
界
の
笑
顔
の
た
め
に
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
係
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ベリーズに届けられた野球道具

アビッド・シェール・アリパキスタンエネルギー省
副大臣（後列中央）立会いの下で調印式に臨むア
メール・アフメッド次官補（前列左）と東城康裕
JICAパキスタン事務所長（同右）

序
を
支
え
る
地
域
共
同
体
へ
と
成
長
、
発
展

し
て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
北
岡
理
事
長
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事

長
と
し
て
初
め
て
東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
訪
問
し

ま
し
た
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
と
っ
て
も
、
今

年
は
独
立
か
ら
15
周
年
に
あ
た
り
、
２
０
１

２
年
の
国
連
撤
退
後
初
と
な
る
大
統
領
選
挙

を
3
月
に
、
国
民
議
会
議
員
選
挙
を
理
事
長

訪
問
直
前
の
7
月
22
日
に
平
和
裏
に
実
施
す

る
な
ど
、
記
念
と
な
る
年
で
し
た
。

　

北
岡
理
事
長
は
、
７
月
28
日
に
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
・
グ
テ
レ
ス
・
ル
・
オ
ロ
大
統
領
と
面
談
。

大
統
領
は
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
独
立
前
の
１
９

９
９
年
か
ら
今
日
ま
で
の
協
力
に
対
す
る
感

謝
と
、
今
後
の
支
援
に
対
す
る
期
待
を
表
明

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
北
岡
理
事
長
は
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
お
け
る
平
和

で
安
定
的
な
国
づ
く
り
に
向
け
、
継
続
的
な

支
援
を
実
施
し
て
い
く
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

北
岡
理
事
長
は
、
日
本
が
長
年
に
わ
た
っ

て
支
援
す
る
東
テ
ィ
モ
ー
ル
国
立
大
学
工
学

部
を
訪
問
し
、
日
本
の
援
助
が
現
地
の
人
材

育
成
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
。
あ
わ

せ
て
、
現
地
で
活
動
す
る
青
年
海
外
協
力
隊

員
を
激
励
し
ま
し
た
。

ジョコ・ウィドド大統領との面談後にプレスカンファ
レンスに臨む北岡理事長

日本が支援に力を入れる東ティモール国立大学工
学部も視察した


